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本市初の自治体ビジネス始動 

市職員が作った「議会答弁検討システム」を 

民間企業との連携により商品化 
 

 

 平成３０年度に職員が市議会の質問、答弁、検討の一連の流れを集約するデータベース「議

会答弁検討システム」を作り、「全庁情報共有」、「作業時間削減」等の業務効率化とペーパ

レス化を実現しています。 

この度、このシステムをベースとしたWEBシステムを「株式会社エフコム」が開発し、商

品として「株式会社ぎょうせい」が全国の自治体に向けて売り出すことになりました。 

 

記 

 

１ 発売予定日： 令和５年４月１日 

 

２ 販売価格 ： 未定 

          本市システムをベースにすることで開発コストを抑え、販売価格も可

能な限り廉価になるよう調整中 

 

３ 商品紹介 ： JLIS 地方自治情報化推進フェア（幕張メッセ） 

令和４年１１月１日（火）～２日（水） 

㈱ぎょうせいエリア「議会答弁検討システム」ブースで紹介 

 

 
（システムの概要） 

従前、WordやExcelを使い、「紙」や「データ」を送付して行っていた市議会の質問集約、答弁

作成、内容検討を一元的にデータベース化したもの。 

（１）全庁情報共有・作業時間の削減 

①「集約」、「印刷」、「丁合」、「差し替え」といった取りまとめ業務が一切不要。 

②各課職員が紙の受け渡しに足を運んだり、メッセージなどでデータを受け渡す作業が不要。 

③市長との答弁検討会の準備時間、開催時間が半減。 

（２）ペーパレス化 

①年間約１万枚を超えるペーパレス化 

 

  

 

 

 

 

担当： デジタル改革室 デジタル推進課 

    室長 信太、課長 目黒 

    電話024-572-3943（直通） 



本市初の自治体ビジネス始動

市議会の質問集約、答弁作成、内容検討を一元的にデータベース化した「議会答弁検討システム」を
職員が作り「全庁情報共有」、「作業時間削減」等の業務効率化とペーパーレス化を実現しています。

この度、このシステムをベースとしたWEBシステムを「株式会社エフコム」が開発し、商品として
「株式会社ぎょうせい」が全国の自治体に向けて売り出すことになりました。

１ 発売予定日 令和５年 ４月 １日

２ 販売価格 未定
本市システムをベースにすることで開発コストを抑えて廉価になるよう調整中

３ 商品紹介 JLIS 地方自治情報化推進フェア（幕張メッセ）
令和４年１１月１日（火）～２日（水）
㈱ぎょうせいエリア「議会答弁検討システム」ブースで紹介



「議会答弁検討システム」概要

WordやExcelを使い、「紙」や「データ」を送付して行っていた議会質問・答弁作成の一連の作
業（市議会の質問取り、答弁作成、内容検討）をデータベースシステムで一元的に集約し、部局を超
えて連携処理。

システムにデータを集約することで「全庁情報共有」、「作業時間削減」等の業務効率化とペーパ
ーレス化を実現した。

概要

（１）事務負担と業務時間の削減

①「集約」、「印刷」、「丁合」、「差し替え」といった答弁取りまとめ課のバックヤード業務
が一切無くなった。

②各課職員が紙の受け渡しに答弁取りまとめ課に足を運んだり、データを受け渡す作
業がなくなった。

③市長との答弁検討会１回開催あたり10時間から5時間に50%時間が削減された。

（２）ペーパレス化

①年間1万枚を超えるペーパレス可

庁内業務サーバーに全職員がアクセスできる領域を設置。

その領域にデータを置いてリアルタイムに共有することで、「紙を運ぶ」、「データを送る」と
いった情報の受け渡しを無くした。

効果

工夫点

答弁を入力する画面

システムに答弁を入力する職員



「議会答弁検討システム」画面イメージ（開発中）
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本市初の自治体ビジネス始動

JLIS 地方自治情報化推進フェア（幕張メッセ）令和４年１１月１日（火）～２日（水）
㈱ぎょうせいエリア「議会答弁検討システム」ブース


